
 

令和 3 年度第 1 回 多摩市在宅医療・介護連携推進協議会 研修部会実施報告 

1 開催目的 多摩市の在宅医療・介護連携推進するため、協議会の委員から推薦をされた研修部会委員に、

コロナ禍の状況を踏まえた医療・介護関係者の研修について、意見を伺い研修を決定するた

め研修部会を開催する。 

2 研修部会委員 8 名（資料 1―②）参照 

3 開催状況 書面開催 ※研修部会委員の他、多摩市高齢者在宅療養支援窓口にも意見を伺う 

4 実施期間 令和３年９月１４日（火）～令和３年９月３０日（木） 

5 研修部会委員 

への意見結果 

１ 開催方法について、よいと思う方法は何か    

Web開催 感染対策をしての

対面開催 

意見等を集約して書

面報告 

その他 計  

7 0 1 1 9  

78% 0% 11% 11% 100%  

 ※その他内容 → 録画したものを後日配信    

2 研修内容について今年度開催した方がよいと思うテーマは何か  （複数回答）  

職種別の実務状況

報告会 

「退院時カンファレ

ンスおよび退院連

絡調整」に関する意

見交換会 

MCSについての 

説明会 

ACPについ

ての講義 

その他 計 

2 2 4 1 1 10 

20% 20% 40% 10% 10%  

 ※その他 → 医療・介護関係者の役割（業務内容）と連携時の今日確認事項について 

意見概要    

・コロナ禍で、多職種の研修が少なくなりコミュニケーションがとりづらくなってい 

るため、顔の見える関係作りを考えると対面での開催が理想になるが、世間情勢を見 

ると難しいのでWEBで開催するのが望ましいと思う。 

・コロナ禍で、各職種が現場でどのように乗り越えたか、実務状況を報告しあうこと 

で第６波に備えたい。また、退院時カンファレンスおよび退院連絡調整のやり方も 

様々になっているので学ぶ機会があっても良いと思う。 

・コロナ禍でのMCSの活用事例を知りたい。 

・MCSを利用できる事業所が増えることで、コロナ禍であっても事業所間でのスムーズ 

な情報共有が可能になり、「退院時カンファレンスおよび退院連絡調整」も円滑にな 

るのではないか。 
 

6 決定事項 ① 顔の見える関係作りのためには対面開催についての意見もあったが、世間情勢や部会委

員の意見を鑑み WEB 開催とする 

② 内容については、コロナ禍での多職種の状況報告や退院時カンファレンスおよび退院連

絡調整の必要性も上がったが、情報共有を円滑にするためのツールの一つとして MCS

について行うべきだという意見が一番多かったため、内容に関しては、MCS について行

う。 

 

資料 1―① 


